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今
定
例
会
は
、
一
般
会
計
、

西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
及
び
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
３
件

と
条
例
案
３
件
を
含
む
17
議
案

を
上
程
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
12
月

11
日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
、

所
管
す
る
予
算
特
別
委
員
会
及

び
建
設
常
任
委
員
会
・
福
祉
教

育
常
任
委
員
会
・
行
政
常
任
委

員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
に
審
査
し
、
12
月
21

日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
各

委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
議

員
提
案
に
よ
る
条
例
１
件
及
び

意
見
書
２
件
を
提
出
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

議
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

 　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
額
は
、
２

億
１
０
８
万
６
千
円
の
増
額
で

あ
り
、
平
成
19
年
度
予
算
総
額

が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
２

１
０
億
５
，
４
９
６
万
２
千
円

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

▽
補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

市
税
は
、
全
体
で
１
，
０
０
０

万
円
の
増
額
を
計
上
。
地
方
交

付
税
は
、
合
併
の
特
例
に
よ
る

旧
師
勝
町
分
の
算
定
に
基
づ
く

交
付
分
９
，
７
１
５
万
７
千
円

の
増
額
を
計
上
。
県
支
出
金
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
負
担
金
、

街
路
新
設
改
良
工
事
、
街
区
公

園
整
備
事
業
及
び
地
域
振
興
土

地
区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
市

町
村
土
木
事
業
費
補
助
金
等
で

８
，
７
８
５
万
５
千
円
の
増
額

が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
総
務
費

は
、
今
後
の
公
共
施
設
の
建
設

や
整
備
に
備
え
て
、
公
共
施
設

建
設
整
備
基
金
に
２
億
７
，
５

７
０
万
３
千
円
の
増
額
を
計
上
。

土
木
費
は
、
占
用
物
移
転
補
償

の
減
少
に
よ
り
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
７
，
６
７

３
万
円
、
西
春
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
３
，

１
２
０
万
円
の
減
額
を
計
上
。

教
育
費
は
、
中
学
校
整
備
事
業

費
７
，
６
７
３
万
１
千
円
、
総

合
体
育
館
整
備
工
事
費
３
６
０

万
円
の
増
額
が
補
正
さ
れ
た
。

 　

西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

国
庫
支
出
金
７
５
０
万
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
３
，
１
２
０
万

円
、
西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
債
６
，
９
３
０
万
円
の
減

額
が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
駅
前
開

発
事
業
費
の
物
件
移
転
補
償
費

１
億
８
０
０
万
円
の
減
額
が
補

正
さ
れ
た
。

 

　

公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

▽
補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
で
、
占
用
物

移
転
補
償
の
減
少
等
に
よ
り
７
，

６
７
３
万
円
の
減
額
を
計
上
。

流
域
下
水
道
整
備
事
業
債
７
，

６
４
０
万
円
の
減
額
が
補
正
さ

れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
下
水
道

建
設
費
で
下
水
道
工
事
に
支
障

と
な
る
占
用
物
や
流
域
下
水
道

建
設
事
業
負
担
金
の
減
少
に
よ

り
１
億
５
，
６
６
０
万
１
千
円

を
減
額
計
上
。
公
債
費
は
、
地

方
債
の
利
率
の
確
定
に
伴
い
起

債
償
還
利
子
１
，
０
３
０
万
１

千
円
の
減
額
が
補
正
さ
れ
た
。

平成１9年度
一般会計補正予算など20議案を可決
第四回定例会は 12 月４日から２1 日までの 18 日間
を会期として開催した。

▽
北
名
古
屋
市
市
税
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
個

人
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の

納
期
前
に
納
付
し
た
税
額
の
報

奨
金
交
付
率
を
一
〇
〇
分
の
０
．
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５
と
し
、
報
奨
金
の
交
付
限
度

額
を
３
万
円
と
し
た
。

 
▽
北
名
古
屋
市
医
療
費
支
給
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

愛
知
県
の
福
祉
医
療
費
支
給

事
業
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
子

ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢

の
拡
大
と
支
給
対
象
医
療
費
が

な
く
な
っ
た
老
人
医
療
費
制
度

の
廃
止
に
関
す
る
事
項
を
定
め

た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
平
成
20

年
4
月
1
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
を
子
ど
も
医
療
費
に
改
め
、

子
ど
も
医
療
費
の
受
給
資
格
者

を
15
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で

拡
大
し
、
そ
の
支
給
範
囲
を
就

学
児
に
つ
い
て
は
、
入
院
に
係

る
医
療
費
に
限
る
こ
と
を
定
め

た
。

た
め
、
将
来
都
市
像
を
「
健
康

快
適
都
市
」
～
誰
も
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
～
と
し

た
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め

た
。

▽
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
内
の
６
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を
し

た
も
の
で
、
期
間
は
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
。 

▽
北
名
古
屋
市
総
合
計
画
基
本

　

構
想

　

北
名
古
屋
市
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る

� 北名古屋市議会だより

第四回定例会　◇上程議案とその審議結果◇

平成１９年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について
平成１９年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）について
平成１９年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について
北名古屋市市税条例の一部を改正する条例について　
北名古屋市医療費支給条例の一部を改正する条例について　　
愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について
愛知県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について
北名古屋水道企業団規約の変更について
市道路線の認定について
指定管理者の指定について（総合福祉センターもえの丘）　
指定管理者の指定について（熊之庄児童館）　
指定管理者の指定について（九之坪児童館）
指定管理者の指定について（宇福寺児童館）　　
指定管理者の指定について（鍜治ケ一色児童館）　　
指定管理者の指定について（沖村児童館）　　　　　
北名古屋市総合計画基本構想を定めることについて
北名古屋市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について　　　　
北名古屋市議会基本条例の制定について　　　　　　　　　　　　
保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書の提出について
地方税財源の拡充についての意見書の提出について　　　　

原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）
原案可決（全員賛成）

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

 　

社
会
福
祉
法
人　

北
名
古
屋
市

　

 

社
会
福
祉
協
議
会

 ・
熊
之
庄
児
童
館

・
九
之
坪
児
童
館

 　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

 　

在
宅
福
祉
の
会　

じ
ゃ
が
い
も

 ・
宇
福
寺
児
童
館

 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

次
世
代
健
全
育

　

 

成
サ
ポ
ー
ト　

あ
ひ
る
っ
こ

 ・
鍜
治
ケ
一
色
児
童
館

・
沖
村
児
童
館

 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
育
て
ネ
ッ
ト

　

 

ワ
ー
ク　

あ
す
な
ろ
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　（前文）
　北名古屋市議会（以下「市議会」という。）は、市長、議会の二元代表制のもと、自治体行政の執行について評価・監
視機能及び立法機能並びに政策立案、提言等を発揮しながら、憲法に定める地方自治の本旨の実現を目指すものである。
　市議会は、役割と責務に基づく合議制の機関であり、市民の福祉実現の義務を負い、自らの創意と工夫によって市民と
の協調のもと、北名古屋市のまちづくりを推進していくものである。
　本条例は、市議会の公正性・透明性・独自性を確保することにより、市民に開かれた市議会、市民参加を推進するため
にこれを定める。
　　　第１章　総則
　（目的）
第１条　この条例は、市議会の運営及び北名古屋市議会議員（以下「議員」という。）に係る基本事項を定め、市民の声
　を反映し、親しまれる開かれた市議会を実現することを目的とする。
　　　第２章　市議会及び議員の活動原則
　（市議会の活動原則）
第２条　市議会は、次に掲げる原則に基づき活動を行うこととする。
　⑴　公正性・透明性・独自性を確保し、市民に開かれた市議会を目指すこと。
　⑵　市民の多様な意見を的確に把握し、市政に反映させるための運営に努めること。
　⑶　市民にとって、分かりやすい言葉を用いた説明に努めること。
　⑷　これまで引き継がれている申し合わせ事項は、不断に見直しを行うこと。
　⑸　市民の傍聴の意欲を高める市議会運営を行うこと。
　⑹　市民からの要請に応じ、審査経過等の説明に努めること。
　（議員の活動原則）
第３条　議員は、次に掲げる原則に基づき活動を行うこととする。
　⑴　市議会が言論の府であること及び合議制機関であることを十分認識し、議員間の自由な討論を重んじること。
　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、自己の能力を高める不断の研鑽によって、市民
　　の代表としてふさわしい活動をすること。
　⑶　市議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとらわれず、市民全体の福祉の向上を目指して活動すること。
　⑷　市議会は、市議会独自又は執行機関とともに、市民の公益に関する事件につき、上部関係機関に陳情書等により提
　　出すること。
　（会派）
第４条　議員は、市議会活動を行うため、同一理念を共有する政策集団（以下「会派」という。）を結成することができる。
２　会派は、積極的な政策提言等により市議会運営を行うものとする。
３　会派に関することは、別に定める。
　　　第３章　市民と市議会の関係
　（市民参加及び市民との連携）
第５条　市議会は、市民に対し積極的にその有する情報を発信し、説明責任を十分果たさなければならない。
２　市議会は、本会議のほか、常任委員会、特別委員会等を原則公開とする。
３　市議会は、常任委員会、特別委員会等の運営に当たり、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。）第１０９条及び第
　１１０条の規定による参考人制度及び公聴会制度を十分に活用して、市民の専門的又は政策的識見等を市議会の討議に
　反映させるよう努めるものとする。
４　市議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議員の政策立案及び提案能力を強化するとともに、政策提案の拡大
　を図るものとする。　

　北名古屋市議会では、地方分権の時代にふさわしい改革と活性化を図り、市民に信頼される開か
れた議会の実現を目指し、平成１９年１２月２１日、第四回北名古屋市議会定例会において、議員
自ら「北名古屋市議会基本条例」を提案し、全議員賛成により可決しました。
　議会と市長等及び市民との関係を明確にし、議員の自己研鑽と資質向上、公平性と透明性の確保
をはじめ責務及び活動原則等を定め、市議会運営における最高規範となるもので、平成２０年７月
１日から施行します。
　昨年１１月号に掲載した北名古屋市議会基本条例（案）に対し、数々の貴重なご意見をいただき、
ありがとうございました。ご意見を提出いただきました皆様に感謝いたしますとともに、今後とも
市議会に対し、なお一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。
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　（市議会モニター制度）
第６条　市議会は、市民の意見を広く聴取し、市議会活動及び委員会活動並びに議員活動に反映させるため、市議会モニ
　ター制度を設けることができる。
２　市議会モニター制度については、別に定める。
　　　第４章　市議会と行政の関係
　（議員と市長等の関係）
第７条　市議会は、議会審議における議員と市長その他の執行機関（以下「市長等」という。）との関係について、次に
　掲げるところにより、緊張関係の保持に努めなければならない。
　⑴　本会議及び委員会等における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にするため、一問一答
　　の方式で行うものとする。
　⑵　議長から本会議、常任委員会、特別委員会等への出席を要請された市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員
　　の質問に対して反問することができる。
　⑶　前号に規定する反問は、質疑、質問の論点整理におけるものとする。
　（市議会審議における論点情報の形成）
第８条　市議会は、まちづくりの基本方針並びに市民生活に重要な影響を及ぼすことが予想される施策及び事業について、
　市長等に対し、その政策形成過程等を明らかにするため、次に掲げる事項について説明を求めることができる。
　⑴　政策の発生源
　⑵　提案に至るまでの経緯
　⑶　他の自治体の類似する政策との比較検討
　⑷　市民参加の実施の有無とその内容
　⑸　総合計画との整合性
　⑹　財源措置
　⑺　将来にわたるコスト計算
　（予算及び決算における政策説明）
第９条　市議会は、予算及び決算の審議に当たっては、前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の政策説明
　を求めることができる。
　　　第５章　自由討議の保障
　（市議会の討論）
第１０条　市議会は言論の府であることを十分に認識し、議員相互間の自由討議を中心に運営しなければならない。
　　　第６章　委員会の活動
　（委員会の活動）
第１１条　委員会審査に当たっては、資料等を積極的に公開しながら、市民に対し分かりやすい議論を行うよう努めなけ
　ればならない。
　　　第７章　政務調査費
　（政務調査費の執行）
第１２条　政務調査費は、議員が政策立案又は提案を行うための調査及び研究に資するため交付されるものであり、北名
　古屋市議会政務調査費交付条例（平成１８年北名古屋市条例第１５５号）に基づき適正に執行しなければならない。
　　　第８章　市議会及び議会事務局の体制整備
　（議員研修の充実強化）
第１３条　市議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修会の充実強化を図る。
２　市議会は、議員研修の充実強化に当たり、広く各分野の専門家、市民各層等との議員研修会を開催することができる
　ものとする。
　（議会事務局の体制整備）
第１４条　議長は、議員の政策形成及び立案を補助する組織として、議会事務局の調査・立法機能の充実強化を図るよう
　努める。
　（市議会広報の充実）
第１５条　市議会は、議案に対する各議員の対応を市議会広報で公表するなど、情報の提供に努めるものとする。
２　市議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用することにより、多くの市民が市議会と市政に関心を持
　つよう市議会広報活動に努めるものとする。
　　　第９章　議員の政治倫理
　（議員の政治倫理）
第１６条　議員は、議員政治倫理規範を定め、これを遵守しなければならない。
　　　第１０章　市議会運営の最高規範性と見直し手続き
　（市議会運営の最高規範性）
第１７条　この条例は、市議会の運営における最高規範であって、市議会は、この条例の主旨に反するいかなる市議会の
　条例、規則等も制定してはならない。
２　市議会は、議員にこの条例の理念を浸透させるため、一般選挙を経た任期開始後速やかに、この条例の研修を行わな
　ければならない。
　（見直し手続き）
第１８条　市議会は、一般選挙を経た任期開始後、できるだけ速やかに、この条例の目的が達成されているかどうかを全
　議員において検討するものとする。
２　市議会は、前項による検討の結果に基づいて、この条例の改正を含む適切な措置を講ずるものとする。
　　　附　則
　この条例は、平成２０年７月１日から施行する。
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▼　

平
成
19
年
度
一
般
会
計

　
　
　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

質
問　

普
通
交
付
税
の
増
額
補

正
は
、
法
律
の
変
更
に
よ
る
も

の
か
。

答
弁　

毎
年
、
交
付
税
の
単
価

基
準
と
な
る
基
準
財
政
需
用
額

が
確
定
す
る
た
め
、
補
正
予
算

で
対
応
し
て
い
る
。

 

質
問　

雑
入
の
内
、
資
源
売
却

代
金
１
千
万
円
の
内
訳
は
。

答
弁　

ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
缶

が
当
初
予
算
積
算
よ
り
高
騰
し
、

ア
ル
ミ
缶
が
キ
ロ
当
た
り
１
５

０
円
、
ス
チ
ー
ル
缶
が
10
円
に

な
っ
て
い
る
。

 

質
問　

負
担
金
の
二
次
救
急
運

営
費
の
１
，
０
１
９
万
３
千
円

の
減
額
理
由
は
。

答
弁　

済
衆
館
病
院
よ
り
実
績

報
告
が
あ
り
、
人
件
費
及
び
保

守
委
託
料
等
が
削
減
さ
れ
、
又
、

診
療
収
入
が
増
額
と
な
っ
た
の

で
、
減
額
補
正
し
た
。

 

質
問　

公
共
施
設
建
設
整
備
基

金
へ
の
積
立
理
由
は
。

答
弁　

公
共
施
設
の
老
朽
化
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
今
後
予
想

さ
れ
る
大
規
模
な
補
修
工
事
に

充
当
し
て
い
く
。

 

質
問　

社
会
福
祉
総
務
費
の
人

件
費
で
給
料
が
減
額
、
時
間
外

勤
務
手
当
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
そ
の
理
由
は
。

答
弁　

育
児
休
業
者
１
名
、
退

職
者
１
名
に
よ
る
減
額
と
後
期

高
齢
者
事
務
に
伴
う
事
務
量
増

加
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

 

質
問　

確
定
申
告
会
場
が
健
康

ド
ー
ム
の
一
か
所
に
変
更
と
な

る
が
、
市
の
バ
ス
で
送
迎
す
る

考
え
は
。

答
弁　

一
か
所
に
集
中
す
る
こ

と
で
効
率
性
を
図
り
、
送
迎
は

「
き
た
バ
ス
」
の
利
用
を
お
願

い
し
た
い
。
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理
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特
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会
計
補
正
予
算

　
　
　
（
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号
）

 

質
問　

現
在
、
移
転
し
て
い
な

い
件
数
と
事
業
完
了
予
定
は
。

答
弁　

未
移
転
は
11
件
で
進
捗

率
85
・
５
％
で
あ
り
、
事
業
計

画
ど
お
り
22
年
度
を
完
了
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

と
臨
時
職
員
に
つ
い
て
も
指
定

管
理
者
と
し
て
専
従
す
る
か
調

整
中
で
あ
る
。

 　

▼　

指
定
管
理
者
の
指
定　

　
　
　
（
九
之
坪
児
童
館
）

 

質
問　

行
政
当
局
の
指
導
体
制

と
し
て
、
指
定
管
理
者
等
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
る

か
。

答
弁　

西
地
区
に
つ
い
て
は
、

地
域
ふ
れ
あ
い
会
と
し
て
、
自

治
会
長
、
子
供
会
役
員
の
集
ま

り
に
事
務
局
が
参
加
し
、
又
、

市
全
体
の
児
童
館
責
任
者
会
を

定
期
的
に
開
催
し
て
、
統
一
を

図
っ
て
い
る
。

務
と
し
、
時
効
以
降
の
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
グ
ル
ー

プ
職
員
が
徴
収
す
る
。

予
算
特
別
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　

▼　

指
定
管
理
者
の
指
定　

　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

も
え
の
丘
）

 

質
問　

指
定
予
定
の
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
調
整
は
、
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

基
本
協
定
、
年
度
協
定

及
び
指
定
管
理
料
等
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
中
、
職
員

建
設
常
任
委
員
会

　

▼　

北
名
古
屋
水
道
企
業
団

　
　
　

規
約
の
変
更

 

質
問　

水
道
企
業
団
が
行
う
仕

事
の
流
れ
及
び
下
水
道
料
金
滞

納
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

企
業
団
は
、電
算
業
務
、

収
納
、
督
促
状
発
送
ま
で
の
業

　

▼　

北
名
古
屋
市
市
税
条
例

　
　
　

の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
　

例

 

質
問　

今
回
、
前
納
報
奨
金
を

改
正
す
る
が
、
今
後
も
引
き
下

げ
の
検
討
を
す
る
の
か
。

答
弁　

改
正
後
の
交
付
率
を
３

年
間
継
続
す
る
予
定
で
、
県
下

35
市
の
内
、
11
市
が
廃
止
し
て

い
る
の
で
、
状
況
を
見
て
判
断

す
る
。

 　

▼　

北
名
古
屋
市
職
員
の
給

　
　
　

与
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
条
例

　
質
問　

給
与
の
改
定
で
30
歳
の

職
員
の
場
合
、
ど
の
程
度
上
が

る
の
か
。

答
弁　

年
間
４
万
４
千
円
程
度

で
、
給
料
改
定
額
は
２
千
円
程

度
で
あ
る
。

行
政
常
任
委
員
会



　歯や口腔の機能が全身の健康、介護・療養上の改善に大きな役割を果たすことが厚生労働省
の厚生労働科学研究等で実証されている。また、その結果として医療費を抑制する効果がある
ことが「８０２０推進財団」等の調査・研究で実証されている。
　しかしながら、公的医療費の抑制により患者の自己負担が増大し、保険で歯科診療を受けに
くくなっている。「国民生活基礎調査」によると、「歯が痛い」が７５万２千人、「歯ぐきのは
れ・出血」が４７万６千人、「かみにくい」が２１万８千人と歯科疾患の自覚症状がある国民
は１４４万６千人いるのに、歯科治療を受けているのは９５万９千人で、約３割が通院を控え
ている。国民は患者負担を減らしてほしいと切望している。
　また、実質的に医療内容を左右する診療報酬は過去３回続けて引き下げられ、保険でより良
く噛める入れ歯を作ることや、歯周病の治療・管理をしっかりと行うことが難しくなっている。
そのうえ歯科では、金属床の入れ歯、セラミックを用いたメタルボンド、レーザー治療等が普
通に行われているが、過去３０年にわたり新しい治療法が保険に取り入れられていないため、

「保険のきく範囲を広げてほしい」という声が、患者・国民のいちばんの願いとなっている。
　したがって、国及び政府においては、医療費の総枠を拡大し、患者負担を増大させることな
く、保険でより良い歯科医療を確保するため、次の事項について実現されるよう強く要望する。
 

記
１　患者の窓口負担を軽減すること
２　良質な歯科医療ができるよう診療報酬を改善すること
３　安全で普及している歯科技術を保険が利くようにすること
 
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
 
　　平成１９年１２月２１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県北名古屋市議会

保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書
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医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
し
、
患
者
負
担
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
確

保
す
る
よ
う
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
」
を
議
員
提
案
に
よ
り
提
出
し
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
後
、
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
。

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
財 務 大 臣
厚 生 労 働 大 臣

河 野 洋 平
江 田 五 月
福 田 康 夫
額   賀  福志郎
舛 添 要 一

様
様
様
様
様

　現在、国は地方間の税源の偏在是正の観点から、地方法人二税を見直し、都市部の税収を地方に振り向
ける議論を進めている。
　しかしながら、そもそも現在の地方財政の疲弊は、三位一体改革時に税源移譲とは無関係に行われた
５．１兆円にも及ぶ地方交付税の大幅削減に起因するものであり、今回の地方法人二税の見直しは、地方
の自主・自立の行財政運営を妨げ、地方分権に逆行する議論と言わざるを得ない。
　また、今回の地方法人二税の見直しは、受益に応じて負担する地方税の原則をないがしろにするもので
あり、これまでに地方が行ってきた企業誘致による税源涵養努力を無にするものである。
　よって、国においては、真の地方分権の実現に向けて、国と地方の役割分担を明確にしたうえで、地方
が役割に応じた税財源を確保するため、下記事項について特段の措置を講じられるよう強く要望する。
 

記
１　地方法人二税の見直し以前に、大幅削減によって財源保障・財源調整機能が低下している地方交付税
　の復元・充実を図ること
２　地方交付税の特別枠など地域間格差への対応は、不交付団体の超過財源ではなく、国の責任と財源に
　おいて行うこと
３　第２期地方分権改革の進展に併せて、地方の自主性と自立性を高める権限移譲を行うとともに、地方
　税の原則を踏まえた国から地方への税源移譲を行うこと
 
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
 
　　平成１９年１２月２１日
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県北名古屋市議会　

地方税財源の拡充についての意見書
　

真
の
地
方
分
権
の
実
現
に
向
け
て
、
国

と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
地
方
が
役
割
に
応
じ
た
税
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
「
地
方
税
財
源
の
拡
充
に

つ
い
て
の
意
見
書
」
を
議
員
提
案
に
よ
り

提
出
し
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
後
、
関
係

機
関
へ
提
出
し
た
。

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
総 務 大 臣
財 務 大 臣

河 野 洋 平
江 田 五 月
福 田 康 夫
増 田 寛 也
額   賀  福志郎

様
様
様
様
様



�北名古屋市議会だより
平成20年2月1日（9号）

行政常任委員会 
１１月　７日　北海道伊達市
　　　　８日　　〃　夕張市
　　　　９日　　〃　栗山町

 
◎海 川 恒 明　○堀 場 弘 之
　大 嶌 治 雅　　長 瀬 悟 康
　太 田 考 則　　平 野 弘 康
　上 野 雅 美　　桂 川 将 典

福祉教育常任委員会 
１０月３０日　広島県尾道市

　　　　　　　 （公立みつぎ総合病院）
　　　３１日　　〃　府中市
１１月　１日　　〃　広島市

 
◎石間江美子　○法 月 　章
　茶 納 邦 夫　　黒川サキ子
　金 﨑 慶 子　　牧 野 孝 治
　青山喜代一　　松 田  　功

伊達ウェルシーランド構想（豊かなまちづくり）について（伊達市）
　少子高齢化が進む中、高齢者が安心・安全に暮らせるまちづくりを
進めるとともに高齢者ニーズに応える新たな生活産業を創出し、働く
人達の雇用を促進して、豊かで快適なまちづくりを目指すもので、ド
ア to ドア（希望の場所から希望の場所まで）の移送サービスや住宅流
通の促進、それらをトータルコーディネイトする地域情報センターの
整備等、官民協働による取組みがなされていた。

財政再建について（夕張市）
　財政状況が逼迫する中、赤字を見えなくする不適正な財務処理手法
を長年繰り返したこと等により、膨大な実質赤字を拡大させていた。
歳出抑制や特別会計の見直し等とともに市民一人ひとりの知恵と工夫
を集結し、自立意識を醸成しながら、市民参加のまちづくりに取組ま
れていた。安定した財政運営がいかに重要で、市民を守ることにつな
がるのか、目で見、耳で聞き、体で感じることができ、大変参考になった。

町民会議「わがまちくりやま会議」について ( 栗山町 )
　栗山町では、「みんなでつくる栗山」を目指して、平成17年に「わ
がまちくりやま会議」が活動をはじめた。住民と行政の役割分担や現
状の課題等について議論や学習を重ねるとともに、自立した運営を目
指し、参加者が運営費の一部を負担し合い、会報誌の発行や会議運営
を行っていた。また、町の総合計画策定にも参画し、提言書を提出す
る等、積極的な活動を展開しており、住民が自主的に参加、議論し、
少しでも住みよいまちづくりに努力されていた。

地域包括ケアシステムについて（尾道市：公立みつぎ総合病院）
　不適切な介護、医療・リハビリテーションの中断等が要因とされる「つ
くられた寝たきり」を予防し、高齢者及び障害者の自立生活を支援す
るため、行政と一体となり、保健・医療・福祉サービスの提供に必要
な拠点を整備するとともに、住民が地域で安心して生活ができること
を目的に地域包括ケアシステムを構築した。治療のみでなく、健康づ
くり（保健）から寝たきり予防（介護予防）までを包括的に取組んで
おり、本市においても検討する必要があると考える。
 

小中一貫教育について（府中市）
　全国的に中学１年生でいじめ･不登校生徒が増加傾向にあることや、
学びの不連続による学習に関する意識の低下等から、中学校区毎に「小
中一貫教育研究推進協議会」を設立し、小中一貫教育を導入すること
とした。子どもの可能性を最大限に伸ばすため、義務教育９年間を通じ、
計画的・継続的な教科指導や生徒指導等を実施するとともに小中教職
員の相互乗り入れや異学年交流、合同体育祭等、それぞれの学校区の
規模や地域の実情に合わせた取組みが進められていた。
 

子ども安全対策推進本部の取り組みについて（広島市）
　子どもを犯罪から守るため、「子どもの見守り活動１０万人構想」を
キャッチフレーズに、子どもを地域全体で守っていく態勢づくりを推
進している。また、ランドセルに短距離無線通信機能を内蔵した携帯
電話を下げ、位置情報等を通学路の電柱に取付けた機器が読み取り、
その情報を保護者や学校等に連絡する「児童見守りシステム」の実証
実験をスタートする等、積極的な取組みがなされていた。

◎委員長　○副委員長
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建設常任委員会 
１0月２４日　沖縄県沖縄市
　　　２５日　　〃　うるま市
　　　　〃　　　〃　名護市
　　　２６日　　〃　糸満市

 
◎沢 田　  哲　○山 田 金 紀
　渡 邉 紘 三　　寺 川 愛 子

  　  日 栄 政 敏　　大 野　  厚
　神 田 　 薫　　塩 木 寿 子

街
路
事
業

⑨
名
鉄
犬
山
線
周
辺
の
面
的
整

　

備
と
一
体
的
施
行
と
な
る
鉄

　

道
と
の
立
体
交
差
化
事
業
の

　

検
討

⑩
都
市
計
画
道
路
西
春
駅
西
線

　

の
整
備
の
推
進

道
路
事
業

⑪
県
道
名
古
屋
豊
山
稲
沢
線
の

　

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
の
検

　

討
交
差
点
改
良
事
業

⑫
主
要
地
方
道
春
日
井
稲
沢
線

　

の
主
要
な
交
差
点
の
整
備
の

　

推
進

下
水
道
事
業

⑬
新
川
東
部
流
域
下
水
道
の
整

　

備
の
推
進

　

本
市
議
会
で
は
、
11
月
13
日

愛
知
県
に
対
し
て
、
都
市
基
盤

整
備
事
業
の
う
ち
急
務
と
な
っ

て
い
る
河
川
改
修
事
業
５
項
目
、

橋
梁
整
備
事
業
３
項
目
、
街
路

事
業
２
項
目
、
道
路
事
業
１
項

目
、
交
差
点
改
良
事
業
１
項
目
、

下
水
道
事
業
１
項
目
の
計
13
項

目
に
つ
い
て
、
市
当
局
と
と
も

に
要
望
を
行
っ
た
。

河
川
改
修
事
業

①
一
級
河
川
水
場
川
改
修
事
業

　

の
延
伸

②
一
級
河
川
鴨
田
川
改
修
事
業

　

の
推
進

③
一
級
河
川
中
江
川
改
修
事
業

　

の
推
進

④
一
級
河
川
新
中
江
川
改
修
事

　

業
の
検
討

⑤
一
級
河
川
五
条
川
改
修
事
業

　

の
推
進

橋
梁
整
備
事
業

⑥
生
田
橋
改
築
事
業
の
推
進

⑦
片
場
大
橋
改
築
事
業
の
推
進

⑧
天
保
橋
再
築
事
業
の
検
討

職員の非常配備招集方法及び災害時の対応について（沖縄市）
　非常配備については、防災監（総務部長）の指示のもと、各部局長か
ら職員に指示がなされていた。また、非常食の備蓄については、市内の
スーパーマーケットと協定を結び、流通在庫を利用するとともに、要援
護者の受け入れについて、市内の福祉法人と協定書を交わされており、
非常に参考となった。
 

市内有償バスについて（うるま市）
　市内の公共交通が整備されておらず、自家用車の保有率が高いことや
地域住民間の繋がりが強く、自家用車での乗り合わせ等が多いことから
バス利用者が延びず、運行回数や経費の削減等に努力するものの運行路
線の赤字経営が続いており、住民ニーズに合った運営の重要性を感じた。
 
こどもエコクラブ及び地球温暖化防止実行計画について(名護市)
　名護市では、環境をテーマに自主的な活動を行う「こどもエコクラブ」
を積極的に支援するとともに、地球温暖化防止実行計画を策定し、会議
資料の簡素化や積極的な植栽、自然エネルギー設備の導入、更には公共
事業においても環境に配慮した取組みを行っており、本市においても検
討する必要があると考える。
 

下水道全般について ( 糸満市 )
　平成19年 3月末現在、計画全体に対する面整備率は６７％、処理
人口普及率５７％、水洗化率７８．４％となっている。糸満市では、広
大な埋め立て事業が行われており、公共下水道事業の追加変更認可を受
け、整備が進められている。



①
教
育
再
生
会
議
で
、
取
上
げ

て
い
る
小
中
一
貫
校
の
制
度
化

（
導
入
）
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
義
務
教
育
段
階
を
含
め
た
飛

び
級
・
飛
び
入
学
の
実
施
。

③
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
支
払
い

票
）
制
度
導
入
の
是
非
と
そ
の

方
法
。

④
第
三
者
機
関
に
よ
る
学
校
評

価
制
度
の
導
入
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
サ

イ
ト
規
制
。

⑥
小
学
校
で
の
英
語
教
育
の
在

り
方
。

答
弁
（
教
育
長
）　

①
教
育
委
員
会
は
、
教
育
再
生

会
議
や
中
央
教
育
審
議
会
で
の

動
向
を
見
守
り
つ
つ
、
現
行
法

下
で
小
中
間
の
段
差
を
解
消
す

る
こ
と
を
目
指
し
様
々
な
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。

②
年
齢
・
履
修
主
義
か
課
程
・

修
得
主
義
か
な
ど
、
現
行
義
務

教
育
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
の
で
、
慎
重
か
つ
十

分
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

③
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導

入
は
、
功
罪
両
面
が
あ
り
議
論

が
分
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も
や

国
の
教
育
に
と
っ
て
バ
ウ
チ
ャ

ー
制
度
が
ど
れ
ほ
ど
寄
与
す
る

か
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
。

④
小
中
一
貫
教
育
、
飛
び
級
・

飛
び
入
学
、
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
学
校
評
価

は
一
体
的
な
も
の
と
し
て
教
育

改
革
の
一
つ
の
方
向
を
示
す
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

⑤
現
在
の
学
校
現
場
で
は
大
き

な
生
徒
指
導
上
の
課
題
で
あ
る
。

各
校
で
、
保
護
者
へ
の
啓
発
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
自
ら
有
害
サ

イ
ト
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
方

法
等
専
門
家
の
指
導
を
受
け
て

い
る
。
今
後
も
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

⑥
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程

部
会
で
小
学
校
５
・
６
年
に
週

１
時
間
の
外
国
語
活
動
の
実
施

が
示
さ
れ
た
。
今
後
一
層
充
実

し
て
い
き
た
い
。

保
育
、
障
害
児
保
育
、
一
時
保

育
、
病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い

る
。
体
温
調
整
の
未
熟
な
子
ど

も
の
安
定
し
た
保
育
を
行
う
に

は
各
室
の
空
調
整
備
を
早
急
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。
次
に
、
近
年
の

環
境
変
化
に
伴
い
、
学
校
校
舎

は
、
ほ
と
ん
ど
30
～
40
年
経
過

し
、
修
繕
箇
所
も
多
数
発
生
し

て
い
る
。
教
育
環
境
を
良
く
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
資
質

も
向
上
で
き
る
と
信
じ
る
。
特

に
く
さ
く
て
汚
い
ト
イ
レ
の
改

修
を
。
ま
た
、
暑
さ
対
策
と
し

て
扇
風
機
の
設
置
を
す
る
考
え

は
。

答
弁
（
児
童
担
当
次
長
）

　

現
在
、
久
地
野
・
弥
勒
寺
保

育
園
は
、
す
べ
て
の
部
屋
に
空

調
機
を
整
備
し
て
い
る
。
他
園

は
、
遊
戯
室
を
は
じ
め
、
低
年

齢
児
の
乳
児
室
を
優
先
的
に
、

順
次
、
設
置
し
て
い
る
。
児
童

福
祉
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

空
調
機
器
設
置
工
事
費
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
、
施
設
形
態

に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
運
用
が

で
き
る
空
調
機
器
を
選
定
し
、

整
備
事
業
費
の
適
正
な
予
算
配

分
を
行
い
、
早
急
に
整
備
を
進

め
て
い
く
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　

ト
イ
レ
改
修
は
、
耐
震
工
事

に
併
せ
て
洋
式
ト
イ
レ
へ
ま
た

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し

た
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
全
面
改
修
で
は
な
く
、
財

政
状
況
が
厳
し
い
た
め
、
現
況

に
あ
わ
せ
た
改
修
を
し
て
い
く
。

小
学
校
の
扇
風
機
の
設
置
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
の

で
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

北
名
古
屋
市
保
育
園
は
心
身

と
も
に
健
康
な
子
ど
も
像
を
目

指
し
て
い
る
。
保
育
園
で
は
、

通
常
保
育
、
早
朝
保
育
、
延
長

保
育
、
特
別
延
長
保
育
、
乳
児

教
育
再
生
会
議
に
お
け
る

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

茶
納　

邦
夫

保
育
園
舎
と
小
学
校
の

　
　
　

環
境
整
備
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　

石
間　

江
美
子

師勝北児童クラブ
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
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一　

般　

質　

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

　
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と

は
、「
人
の
期
待
や
要
望
に
応

え
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
言

葉
で
あ
る
。
自
治
体
に
と
っ
て
、

そ
の「
人
」と
は
、主
と
し
て「
住

民
」
で
あ
り
、「
住
民
の
負
託

に
応
え
て
、
公
共
の
課
題
を
処

理
す
る
任
務
を
自
覚
し
、
よ
り

高
次
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
」

に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
の
取
組
み

の
経
緯
と
、
そ
の
基
本
理
念
、

ま
た
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
（
優

先
順
位
）
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

次
に
、
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
る
諸
施
策
を
検
証
さ
れ
、
今
、

本
市
と
し
て
実
行
可
能
な
も
の

は
何
で
、
も
し
実
行
し
て
い
る

計
画
が
あ
れ
ば
、
そ
の
詳
細
を

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら

に
、
将
来
に
向
け
て
の
構
想
も

併
せ
て
聞
き
た
い
。

答
弁
（
市　

長
）

　

本
市
の
基
本
的
な
取
組
み
の

第
一
歩
と
し
て
平
成
18
年
度
に

リ
ー
ダ
ー
職
以
上
を
対
象
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施

し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通

し
て
全
職
員
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

本
来
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
念
と
し

て
、
市
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

対
策
を
立
案
実
行
し
、
そ
れ
に

よ
り
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の

不
信
感
を
解
消
し
、
住
民
の
負

託
に
応
え
た
行
政
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
。
他
の
自
治
体
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
に
つ

い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
検
証

で
あ
る
。
今
後
、
先
進
地
の
検

証
を
行
い
、
職
員
の
意
識
改
革
、

能
力
向
上
、
能
力
開
発
、
自
己

啓
発
等
の
研
修
を
継
続
し
て
い

く
。
行
政
対
象
暴
力
対
策
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
警
察
官
の
Ｏ

Ｂ
を
採
用
す
る
等
、
効
果
的
な

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
の
立

案
実
行
に
向
け
て
取
組
ん
で
い

き
た
い
。
今
議
会
に
上
程
し
て

い
る
総
合
計
画
の
実
現
の
た
め

に
は
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の

信
頼
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
に
精

力
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

あ
る
。
合
併
後
、
市
内
に
工
場

や
物
流
の
事
業
所
、
営
業
所
等

を
建
設
し
た
い
と
い
う
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
優
良
企
業

を
積
極
的
に
誘
致
し
、
税
収
を

高
め
る
こ
と
も
手
段
の
一
つ
で

あ
る
。
ま
た
、
西
春
駅
、
あ
る

い
は
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周

辺
を
開
発
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
市
街
地
を
建
設
す
る
計
画
も

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、

行
政
も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
組
む
た
め
に
は
、
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
職
員
と
組
織

が
必
要
で
あ
る
。
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
設
置
す

る
考
え
は
。

答
弁
（
市　

長
）

　

限
ら
れ
た
予
算
や
人
員
等
の

も
と
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域

の
課
題
に
対
し
、
素
早
く
対
応

で
き
る
効
率
的
な
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
例
に
挙
げ
ら

れ
た
事
業
は
、
ど
れ
も
大
き
な

事
業
で
、
事
業
ご
と
に
一
つ
の

部
門
で
専
門
的
に
取
組
む
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ら
部
門
一
つ
一

つ
に
専
門
家
が
必
要
で
、
特
定

の
部
署
に
大
き
な
事
業
を
集
中

し
て
担
当
さ
せ
る
こ
と
は
無
理

が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

新
た
に
策
定
す
る
総
合
計
画
に

掲
げ
ら
れ
た
施
策
を
着
実
に
実

行
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、

各
種
重
要
事
業
を
総
合
的
に
調

整
、
統
括
す
る
部
門
が
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
部
門
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
よ
い

の
か
、
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
在
、
職
員
で
組
織

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、

組
織
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
改
革
・
改
善
を
研
究
し
て
お

り
、
提
案
の
趣
旨
も
含
め
、
さ

ら
に
検
討
す
る
。

北
名
古
屋
市
の

　
　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

長
瀬　

悟
康

　

総
合
計
画
に
お
い
て
、
様
々

な
施
策
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
を
確
実
に
遂
行
す
る
に
は
、

財
源
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の

　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

日
栄　

政
敏

そ
の
他
の
質
問

・
合
併
後
の
行
政
運
営
状
況
に

　
つ
い
て

・
子
ど
も
医
療
制
度
の
拡
充
に

　
つ
い
て

コンプライアンス対策を



　

愛
知
県
内
の
侵
入
窃
盗
が
す

で
に
約
１
万
３
，
０
０
０
件
、

ひ
っ
た
く
り
も
約
１
，
３
０
０

件
お
き
て
い
る
。
安
全
な
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
街
頭
犯
罪

は
少
し
で
も
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
市
で
は
、
県
警

と
連
携
し
て
民
間
青
色
回
転
灯

装
備
車
両
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
防

犯
に
携
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
防

犯
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
設
置
の
声

が
強
く
あ
る
。
犯
人
に
投
げ
て

マ
ー
キ
ン
グ
す
る
防
犯
カ
ラ
ー

ボ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
は
犯

罪
抑
止
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

本
市
の
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」ま
た
、地
域
防
犯
に
携
わ
っ

て
い
る
家
庭
と
車
両
に
防
犯
カ

ラ
ー
ボ
ー
ル
の
設
置
を
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
は
、
犯

人
逮
捕
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、

犯
人
へ
の
威
嚇
と
し
て
も
役
立

つ
。
し
か
し
、
対
象
物
に
的
確

に
ぶ
つ
け
な
い
と
割
れ
な
い
、

ま
た
、
長
期
間
た
つ
と
、
内
容

液
が
凝
固
し
て
し
ま
う
等
指
摘

が
あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
、

商
業
施
設
で
、
管
理
者
が
設
置

し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
は
、

防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
子

ど
も
１
１
０
番
の
店
に
は
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
防
犯

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
設
置
し
て
い

た
だ
く
よ
う
関
係
機
関
や
関
連

協
会
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
青
色
回
転
灯

装
着
車
へ
の
設
置
も
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
が
、
毎
日

の
よ
う
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
京
都
議
定

書
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
平
均
を
削
減
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
で
も
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
と
比
較
し
て
自
治

体
は
事
業
者
や
住
民
と
の
距
離

が
近
い
た
め
、
協
力
、
参
加
を

確
保
し
、
有
効
な
対
策
を
講
ず

れ
ば
、
温
室
ガ
ス
排
出
量
削
減

に
効
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
取
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
当
市
で
は
、

施
策
の
情
報
や
動
き
を
あ
ま
り

見
な
い
。
具
体
的
な
施
策
が
あ

る
な
ら
、
そ
の
内
容
は
。
ま
た
、

今
後
の
目
標
、
方
針
は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

現
在
、
当
市
で
は
、
公
用
車

に
低
公
害
車
の
導
入
、
庁
舎
の

不
用
箇
所
の
消
灯
、
冷
・
暖
房

の
適
正
な
温
度
設
定
の
実
施
、

ま
た
、
西
春
中
学
校
校
舎
の
エ

コ
改
修
事
業
を
始
め
と
す
る
環

境
教
育
の
推
進
、
ゴ
ミ
分
別
の

徹
底
等
に
取
組
ん
で
い
る
。
今

防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の

　
　

設
置
に
つ
い
て

公
明
党

　
　
　

海
川　

恒
明

そ
の
他
の
質
問

・
都
市
計
画
道
路
豊
山
西
春
線

　
の
整
備
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

市
の
取
組
み
に
つ
い
て

北
名
古
屋
市
無
所
属
ク
ラ
ブ

　
　
　

法
月　
　

章

　

今
年
の
３
月
に
環
境
省
の
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
地
域
推
進

計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ

れ
、
自
治
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
算
定
手
法
や
対
策
の
あ

り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
市

の
取
組
み
は
。

再
答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

家
庭
、
事
業
者
、
車
等
の
運

輸
部
門
の
排
出
抑
制
、
家
庭
か

ら
の
間
接
的
な
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
容
器
包
装
類
の
使
用
抑

制
の
啓
発
も
考
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
転
車
交
通
の
安
全
対
策
に

　
つ
い
て
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

　

防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
設
置

は
、
防
犯
に
携
わ
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
の
生

の
声
で
あ
る
。
全
面
的
に
耳
を

傾
け
て
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

再
答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

行
政
と
し
て
応
援
で
き
る
と

こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い
。

後
の
施
策
は
、
環
境
基
本
計
画

策
定
事
業
・
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
事
業
を
組
み
入
れ
、

国
・
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
北
名

古
屋
市
の
目
標
及
び
方
針
を
策

定
す
べ
く
準
備
中
で
あ
る
。

防犯教室



〔
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
〕   

①
親
水
公
園
は
、
実
質
あ
と
何

年
使
用
で
き
る
計
画
か
。

②
硬
式
野
球
も
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
建
設
の
考
え
は
。

③
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
将
来

こ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
の
か
。

④
ど
の
よ
う
な
計
画
・
手
順
で

「
運
動
の
で
き
る
公
園
」
を
整

備
す
る
の
か
。

〔
子
ど
も
た
ち
が
運
動
で
き
る

公
園
〕

⑤
現
在
、
建
設
中
の
流
域
下
水

道
施
設
内
に
少
年
野
球
場
を
整

備
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

⑥
大
人
と
子
ど
も
が
競
合
し
な

い
広
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

 

答
弁
（
市　

長
）

〔
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
〕

①
現
状
か
ら
察
す
る
と
、
ま
だ

当
分
の
間
は
使
用
で
き
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
る
。

②
今
後
作
成
す
る
緑
の
基
本
計

画
の
中
で
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
隣
接
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
等
の
検

討
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
移
転
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
平
成
20
年
度
に
作
成
予
定
の

緑
の
基
本
計
画
で
位
置
づ
け
し
、

財
源
等
の
目
途
が
た
て
ば
、
都

市
計
画
手
続
き
等
の
検
討
も
進

め
て
い
き
た
い
。

〔
子
ど
も
た
ち
が
運
動
で
き
る

公
園
〕

⑤
用
地
買
収
の
遅
れ
や
水
処
理

施
設
の
増
設
時
期
が
早
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
現
時
点
で
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
可
能
性
は
な

く
な
っ
た
。

⑥
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
が
で

き
る
の
で
、
整
備
、
運
営
両
面

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

外
に
違
っ
た
形
の
も
の
が
で
き

る
見
解
は
。

再
答
弁
（
市　

長
）

　

汚
水
処
理
施
設
が
さ
ら
に
東

側
に
増
設
さ
れ
る
と
い
う
関
係

で
、
面
積
の
確
保
は
難
し
い
。

②
緊
急
時
に
お
け
る
物
品
調
達

等
の
随
意
契
約
の
方
法
は
。

③
地
元
業
者
育
成
の
た
め
の
電

子
入
札
へ
の
配
慮
を
含
む
今
後

の
方
針
は
。

〔
総
合
評
価
落
札
方
式
〕

④
ど
の
入
札
を
総
合
評
価
落
札

方
式
で
行
う
の
か
。

⑤
評
価
項
目
の
設
定
は
。
ま
た
、

地
元
貢
献
に
対
す
る
評
価
の
設

定
は
。

⑥
大
型
工
事
等
の
分
離
発
注
は

可
能
か
。

⑦
大
型
工
事
等
の
場
合
、
発
注

者
か
ら
の
Ｊ
Ｖ
の
組
合
わ
せ
指

定
は
可
能
か
。

⑧
地
元
業
者
の
育
成
を
踏
ま
え

た
今
後
の
運
用
方
針
は
。

〔
全
般
〕

⑨
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス

テ
ム
と
総
合
評
価
落
札
方
式
の

関
連
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
（
財
政
担
当
次
長
）

〔
電
子
入
札
〕

①
本
市
の
み
に
入
札
参
加
資
格

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
書

面
に
よ
る
受
付
、
入
札
を
行
う
。

②
当
面
は
、
書
面
で
の
入
札
を

行
い
、
緊
急
度
や
発
注
金
額
等

に
よ
り
段
階
的
に
電
子
入
札
に

切
り
替
え
て
い
く
。

③
商
工
会
等
を
通
じ
て
地
域
の

業
者
の
方
が
参
加
し
や
す
い
運

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

〔
総
合
評
価
落
札
方
式
〕

④
当
面
は
、
大
規
模
工
事
に
お

い
て
行
う
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

⑤
施
工
計
画
、
技
術
力
、
地
域

精
通
度
の
ほ
か
、
貢
献
評
価
も

加
味
で
き
な
い
か
検
討
中
で
あ

る
。

⑥
大
型
工
事
等
の
分
離
発
注
は

可
能
で
あ
る
。

⑦
発
注
者
か
ら
指
定
は
し
な
い

が
、
受
注
者
の
任
意
に
よ
る
組

合
わ
せ
は
可
能
で
あ
る
。

⑧
地
元
業
者
へ
の
配
慮
を
含
む

運
用
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

〔
全
般
〕

⑨
総
合
評
価
落
札
方
式
の
あ
い

ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
で

の
対
応
が
完
了
し
て
い
な
い
の

で
、
当
面
は
、
別
々
な
取
扱
い

で
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

運
動
の
で
き
る公

園
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

太
田　

考
則

〔
電
子
入
札
〕

①
地
元
商
工
会
加
盟
店
及
び
零

細
企
業
へ
の
対
応
は
。

電
子
入
札
・
総
合
評
価
落
札

方
式
の
導
入
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

沢
田　
　

哲
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

　

少
年
野
球
場
が
白
紙
に
戻
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
県
と
の
交
渉

に
よ
っ
て
復
活
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
以

市民グラウンド



　

快
適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境

に
繋
が
る
下
水
道
が
、
本
市
に

お
い
て
平
成
20
年
4
月
か
ら
供

用
開
始
の
運
び
と
な
っ
た
。
供

用
開
始
後
は
、
利
用
者
か
ら
浄

化
セ
ン
タ
ー
や
下
水
道
の
維
持

管
理
、
汚
水
の
処
理
費
用
と
し

て
下
水
道
利
用
料
金
を
頂
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
伴

い
、
減
免
措
置
を
設
定
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
他
の
自
治

体
で
は
、
低
所
得
者
世
帯
、
母

子
世
帯
、
障
害
者
・
児
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
等
、
医
療
関
連
施

設
、
公
衆
浴
場
、
社
会
福
祉
施

設
、
生
活
関
連
事
業
種
等
に
減

免
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国

の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
好
調

さ
が
波
及
し
、
景
気
回
復
が
続

く
と
見
込
ま
れ
る
が
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
生
活
や
個
人
商
店
、

零
細
企
業
の
経
営
状
況
が
改
善

さ
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な

い
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立

場
か
ら
、
下
水
道
料
金
の
減
免

措
置
の
見
解
は
。

答
弁
（
市　

長
）

　

下
水
道
使
用
料
は
下
水
道
管

の
維
持
管
理
費
や
汚
水
処
理
に

か
か
る
経
費
に
充
て
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
使
用
者
か
ら
使

用
量
に
応
じ
て
負
担
を
求
め
る
。

減
免
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

使
用
料
金
の
減
収
に
つ
な
が
る
。

減
収
分
は
市
の
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
す
る
も
の
で
、
財
政

状
況
が
非
常
に
厳
し
い
中
で
、

下
水
道
事
業
の
推
進
に
は
受
益

に
対
す
る
適
正
な
負
担
を
い
た

入
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、

適
切
な
対
応
・
対
策
が
遅
れ
、

状
況
を
悪
化
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
発
達
障
害
者
支
援
法
で

は
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
の

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
香
川
県

三
木
町
で
は
、
軽
度
発
達
障
害

者
の
早
期
発
見
、
弱
視
の
早
期

発
見
、
小
児
肥
満
等
の
小
児
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
に
５

歳
児
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
実
施
す
る
考

え
は
。

答
弁
（
健
康
担
当
次
長
）

　

本
市
で
は
、
従
来
か
ら
１
歳

６
か
月
健
診
と
３
歳
児
健
診
に

お
い
て
、
親
子
の
集
団
遊
び
を

取
り
入
れ
、
特
有
な
多
動
性
や

対
人
関
係
、
遊
び
へ
の
適
応
性

等
を
把
握
し
、
保
健
師
、
臨
床

心
理
士
が
保
護
者
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。
就
園
後
、
軽
度
な

発
達
障
害
の
疑
い
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
は
、
約
一
割
程

度
と
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
保
護
者
の
同
意
を
得
て
、
発

達
相
談
の
利
用
や
心
身
障
害
児

通
園
施
設
に
母
子
で
通
っ
て
い

た
だ
き
、
早
期
療
育
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
提
案
主
旨
で
あ
る
軽
度
発

達
障
害
児
等
の
早
期
発
見
の
た

め
、
保
育
園
等
の
生
活
の
中
で
、

集
団
へ
の
適
応
力
や
社
会
性
の

把
握
を
充
実
し
、
青
い
鳥
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
、
専
門
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
持
ち
な
が

ら
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
発
達

相
談
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
よ

る
５
歳
児
健
診
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
の
進
捗
状
況
や
県
内
市
町
村

の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

下
水
道
使
用
料
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　

松
田　
　

功

５
歳
児
健
診
の推

進
に
つ
い
て

公
明
党

　
　
　

金
﨑　

慶
子

　

本
市
で
実
施
し
て
い
る
乳
幼

児
健
康
診
査
は
、
４
か
月
、
10

か
月
、
１
歳
６
か
月
、
３
歳
と

な
っ
て
い
る
。
早
期
発
見
、
早

期
療
育
の
開
始
が
重
要
な
発
達

障
害
は
、
５
歳
程
度
に
な
る
と

健
診
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
３
歳
児
健
診
か
ら
就
学

前
ま
で
健
診
の
機
会
が
な
い
こ

と
か
ら
、
就
学
前
健
診
で
発
見

さ
れ
て
も
、
親
が
事
実
を
受
け

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
の
虐
待
防
止
に
つ
い

　
て
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一　

般　

質　

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

だ
き
、
一
般
会
計
の
負
担
を
低

減
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
使
用
開
始
が
平
成

20
年
4
月
と
な
る
こ
と
か
ら
、

使
用
料
の
収
支
動
向
を
含
め
今

後
、
長
期
的
な
収
支
の
均
衡
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
減
免
制
度

は
、
名
古
屋
市
を
除
く
愛
知
県

内
の
市
町
で
は
、
採
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
面
は
近
隣
市
町
の

動
向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

下水道出前講座

乳幼児健診



　

可
燃
ご
み
、
中
で
も
家
庭
か

ら
す
ぐ
さ
ま
廃
棄
し
た
い
の
は

生
ご
み
で
、
に
お
い
や
虫
が
つ

き
や
す
い
と
い
っ
た
問
題
、
こ

れ
は
特
に
夏
場
に
多
い
と
思
う

が
、
生
ご
み
処
理
機
等
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
は
か

な
り
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
水

分
を
多
分
に
含
ん
だ
生
ご
み
を
、

生
ご
み
処
理
機
に
よ
り
乾
燥
す

れ
ば
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
。

本
市
に
お
い
て
、
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
に
対
す
る
補
助
と
し

て
生
ご
み
処
理
機
等
設
置
費
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
生
ご
み
処
理
機

の
普
及
率
に
つ
い
て
、
ま
た
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

回
収
が
週
に
１
日
追
加
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
ご
み
回

収
に
か
か
る
費
用
が
幾
ら
増
加

し
た
の
か
。

答
弁（
防
災
・
環
境
担
当
次
長
）

　

生
ご
み
処
理
機
の
普
及
率
は
、

補
助
金
制
度
の
開
始
か
ら
16
年

余
り
が
経
過
し
、
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
耐
用
年
数
経
過
に
よ

る
買
い
替
え
等
に
よ
り
、
普
及

率
の
算
定
は
困
難
で
あ
り
、
過

去
３
年
間
の
補
助
金
申
請
状
況

は
、
計
１
９
６
台
と
な
っ
て
い

る
。
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
生

ご
み
は
全
体
の
約
30
％
を
占
め
、

こ
れ
ら
を
生
ご
み
処
理
機
に
よ

っ
て
堆
肥
化
及
び
乾
燥
す
る
こ

と
に
よ
り
ご
み
減
量
に
な
る
た

め
、
今
後
も
生
ご
み
処
理
機
の

普
及
を
広
報
等
で
啓
発
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
平
成
19
年
８

月
か
ら
実
施
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
回
収
及
び
処

理
費
は
、
約
４
，
９
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

の
下
、
全
教
師
の
一
致
協
力
体

制
に
よ
り
、
学
校
評
議
員
と
の

協
議
・
校
内
生
徒
指
導
部
会
の

開
催
・
い
じ
め
不
登
校
委
員
会

・
連
絡
協
議
会
等
々
と
生
徒
指

導
の
充
実
に
、
家
庭
や
地
域
社

会
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
生
徒

指
導
の
推
進
し
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
。
そ
こ
で
、
本

市
の
自
立
支
援
事
業
の
内
容
と

人
間
形
成
で
望
ま
し
い
姿
を
目

標
に
、
意
図
的
、
計
画
的
に
働

き
か
け
る
教
育
機
能
に
学
校
単

位
で
は
で
き
な
い
機
能
等
と
必

要
な
支
援
等
を
補
完
す
る
目
的

で
教
育
委
員
会
主
導
の（
仮
称
）

市
生
徒
指
導
支
援
委
員
会
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。
教
育
Ｏ
Ｂ
、

警
察
Ｏ
Ｂ
、保
護
司
、医
師
等
々

市
民
の
方
々
か
ら
青
少
年
健
全

育
成
に
寄
与
し
て
も
ら
え
る
も

の
と
信
じ
る
が
そ
の
考
え
は
。

 

答
弁
（
教
育
長
）

　
（
仮
称
）
市
生
徒
指
導
支
援

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
大
変
重
要
で
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
住
民
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、

保
護
司
代
表
、
主
任
児
童
委
員

代
表
、
警
察
等
関
係
機
関
代
表

の
委
員
を
委
嘱
し
、
不
登
校
、

暴
力
行
為
、
い
じ
め
、
児
童
虐

待
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
取
組
み
が
で
き
る
組
織
、
北

名
古
屋
市
生
徒
指
導
連
絡
協
議

会
を
１
月
初
旬
に
立
ち
上
げ
る

予
定
を
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
生
徒
指
導
の
充
実
は

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
家

庭
の
協
力
な
し
で
は
あ
り
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
の
回
収
費
用
と
生
ご
み

処
理
機
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

北
名
古
屋
市
無
所
属
ク
ラ
ブ

　
　
　

桂
川　

将
典

　

環
境
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
等
を
、
市
民
に
提
供
す
る

考
え
は
。
ま
た
、
ご
み
減
量
に

関
し
て
の
決
意
は
。

そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
問
題
と
循
環
型
社
会
の

　
形
成
に
つ
い
て

・
被
災
時
に
お
け
る
要
支
援
者  

　
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
被
災
時
に
お
け
る
飲
料
水
の

　
確
保
と
供
給

・
審
議
会
や
委
員
会
、
協
議
会

　
等
の
公
開
に
つ
い
て

本
市
の
生
徒
指
導
の

充
実
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

神
田　
　

薫

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
反

社
会
的
・
非
社
会
的
問
題
行
動

へ
の
対
処
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
処
の
た

め
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
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一　

般　

質　

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

そ
の
他
の
質
問

・
我
が
ま
ち
見
学
ツ
ア
ー
に
つ

　
い
て

再
答
弁（
防
災･

環
境
担
当
次
長
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ

と
も
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
考
え
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
ご
み
減
量
に
つ
い
て
前
向
き

に
考
え
て
い
き
た
い
。



　

本
市
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

と
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体

で
は
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
提
携

し
、
平
常
時
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
に
ニ
ュ
ー
ス
等
を
表
示
、

災
害
時
に
は
災
害
情
報
を
表
示

す
る
と
と
も
に
、
自
動
販
売
機

の
飲
料
水
を
無
償
提
供
す
る
災

害
対
応
型
自
動
販
売
機
、
い
わ

ゆ
る
「
災
害
支
援
ベ
ン
ダ
ー
」

を
導
入
す
る
例
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
地
方
で
も
、
東
海
・

東
南
海
地
震
は
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
と
前
々
か
ら
言

わ
れ
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

考
え
た
と
き
、
本
市
に
も
こ
の

よ
う
な
災
害
対
応
型
自
販
機
を

公
共
施
設
に
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁（
防
災
・
環
境
担
当
次
長
）

　

東
海
・
東
南
海
地
震
等
の
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

県
防
災
会
議
の
推
計
に
よ
る
と
、

当
市
内
の
上
水
道
の
２
万
１
，

０
０
０
戸
に
及
ぶ
大
規
模
な
断

水
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
４
基
の
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
と
備
蓄
飲
料
水
と
の

総
量
９
８
３
ト
ン
、
１
人
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
と
し
て
約
10
万
８
，

５
０
０
人
分
の
３
日
分
の
飲
料

だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
、
審
議

会
に
対
す
る
不
信
が
生
じ
、
税

金
の
無
駄
遣
い
だ
と
思
わ
れ
て

も
仕
方
な
い
。
こ
れ
は
、
審
議

会
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、
委

員
会
、
協
議
会
等
に
お
い
て
も

同
様
だ
と
思
う
が
、
本
市
の
見

解
は
。

答
弁
（
行
政
部
長
）

　

総
合
計
画
審
議
会
で
す
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な
計
画

の
審
議
と
い
う
こ
と
で
委
員
も

多
数
の
た
め
、
実
質
的
な
審
議

は
部
会
を
主
体
に
進
め
た
。
各

部
会
で
は
、
活
発
な
審
議
を
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
が
、

審
議
時
間
は
限
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
発

言
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は

発
言
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か

っ
た
方
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

ま
た
、
原
案
あ
り
き
と
い
う
面

が
強
く
出
過
ぎ
た
感
じ
も
あ
り
、

せ
っ
か
く
公
募
で
委
員
に
な
り

な
が
ら
、
十
分
に
思
い
を
発
言

で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
非

常
に
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
各
種
審
議
会
等
に
お
い
て
、

実
質
的
な
審
議
が
十
分
で
き
る

よ
う
、
会
議
資
料
は
簡
潔
で
わ

か
り
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、

委
員
が
審
議
事
項
に
つ
い
て
十

分
検
討
で
き
る
よ
う
事
前
配
布

し
、
問
題
点
な
ど
審
議
の
た
め

に
必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
提

供
し
て
、
会
議
で
は
意
見
交
換

が
活
発
か
つ
十
分
行
わ
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

総
合
計
画
審
議
会
を
例
に
聞

き
ま
す
が
、
審
議
会
を
通
し
て

一
番
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
委

員
全
員
の
考
え
を
聞
こ
う
と
い

う
態
勢
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
特
に
一
般
公
募

の
方
は
、
い
ろ
い
ろ
意
見
を
言

お
う
と
思
っ
て
出
て
き
た
が
、

会
議
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た

の
か
、
各
部
会
長
が
熱
心
に
意

見
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
も
、

な
か
な
か
発
言
で
き
な
い
方
が

い
た
。
こ
う
し
た
発
言
で
き
な

か
っ
た
方
の
中
に
も
、
貴
重
な

意
見
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
る

は
ず
で
あ
る
。
発
言
で
き
な
か

っ
た
方
、
発
言
も
れ
の
あ
る
方

に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
原
案
あ
り

き
と
い
う
感
じ
が
強
過
ぎ
た
の

も
気
が
か
り
で
あ
る
。
委
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
だ

け
で
あ
り
、
発
言
し
て
も
無
駄

各
種
審
議
会
等
の

あ
り
方
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　

堀
場　

弘
之

そ
の
他
の
質
問

・
都
市
計
画
審
議
会
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る

物
資
提
供
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　

上
野　

雅
美
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！　
　

水
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
時
に
飲
料
水
等
を
提
供
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
企
業
・
店

舗
等
と
協
定
を
提
携
し
て
い
る
。

本
市
で
は
小
・
中
学
校
の
体
育

館
に
避
難
所
が
一
時
的
に
開
設

さ
れ
、
ま
た
飲
料
水
に
つ
い
て

は
各
避
難
所
の
防
災
倉
庫
に
備

蓄
さ
れ
て
い
る
が
、
体
育
館
に

災
害
対
応
型
自
販
機
「
災
害
支

援
ベ
ン
ダ
ー
」
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
通
常
の
小
・
中
学
校
体

育
館
の
利
用
形
態
か
ら
見
て
も

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
規
模
災
害
時
に
お

い
て
は
、
小
・
中
学
校
体
育
館

以
外
の
避
難
所
の
開
設
が
新
た

に
必
要
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
他
の
公
共
施
設
で
の
災
害

対
応
型
自
販
機
「
災
害
支
援
ベ

ン
ダ
ー
」
の
設
置
も
避
難
所
へ

の
飲
料
水
提
供
の
方
策
の
一
つ

と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
、

避
難
所
と
し
て
の
利
用
の
可
否
、

公
共
施
設
の
特
性
等
を
考
慮
し

つ
つ
、
公
共
施
設
所
管
部
局
と

の
調
整
の
上
、
災
害
対
応
型
自

販
機
「
災
害
支
援
ベ
ン
ダ
ー
」

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。



　

県
内
で
は
す
で
に
24
自
治
体

で
災
害
発
生
時
に
自
分
の
身
を

守
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
地
域

の
自
主
防
災
会
や
民
生
委
員
等

が
事
前
に
把
握
し
、
的
確
な
援

助
が
で
き
る
体
制
を
と
る
た
め
、

本
人
の
同
意
を
得
て
災
害
時
要

援
護
者
登
録
台
帳
を
作
成
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
災
害

等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
対
象

者
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
平

常
時
か
ら
災
害
時
要
援
護
者
に

対
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
具
体
的

に
要
援
護
者
の
特
定
、
リ
ス
ト

作
成
の
時
期
、
リ
ス
ト
の
活
用

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

取
組
み
に
あ
た
っ
て
、
本
市
の

考
え
は
。
ま
た
、
避
難
準
備
情

報
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
福

祉
避
難
所
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

災
害
時
要
援
護
者
に
関
す
る

各
種
情
報
を
把
握
し
、
関
係
団

体
を
所
管
す
る
福
祉
部
と
連
携

を
図
り
、
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
避
難
情
報
に
は
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
の
二
つ
あ
る
が
、

住
民
へ
の
迅
速
・
確
実
な
伝
達

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
前
段
階

と
し
避
難
準
備
情
報
が
創
設
さ

れ
た
。
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
い
る
、
も
え
の
丘
を

想
定
し
て
い
る
。

答
弁
（
福
祉
担
当
次
長
）

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
、
高
齢
の
方
の
み
の
世
帯
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
妊
産
婦

の
方
等
、
災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方

を
、
所
管
す
る
各
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
を
構
成
員
と
し
た
検

討
チ
ー
ム
で
対
象
者
を
絞
り
込

み
、
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、

自
ら
登
録
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
「
手
上
げ
方
式
」
に
よ

り
、
次
年
度
中
に
要
援
護
者
台

帳
及
び
、
そ
の
対
象
者
宅
を
特

定
で
き
る
地
図
等
を
作
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
と
地
域
が
情
報
の
共

有
を
図
り
、
災
害
時
の
安
否
確

認
、
避
難
誘
導
等
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
体
制
に
つ
い
て

公
明
党

　
　
　

塩
木　

寿
子
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あ
な
た
の
声
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政
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日
本
共
産
党

　
　
　
　

渡
邉　

紘
三

　

県
が
発
表
し
た
保
険
料
は
政

府
試
算
の
平
均
年
額
よ
り
１
万

８
，
０
０
０
円
高
い
９
万
３
，

２
０
４
円
で
あ
り
、
い
ま
で
も

大
変
な
高
負
担
、
新
し
い
制
度

は
更
に
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
を
国
保
や
健
保
か
ら

切
り
離
し
、
独
立
し
た
保
険
制

度
を
別
建
て
に
し
、
保
険
料
の

値
上
げ
か
、
そ
れ
が
い
や
な
ら

医
療
費
の
制
限
か
と
い
う
選
択

に
追
い
込
ん
で
い
く
制
度
で
あ

る
。
こ
う
し
た
、
高
齢
者
を
じ

ゃ
ま
者
扱
い
し
、
医
療
か
ら
高

齢
者
を
切
り
捨
て
る
こ
の
よ
う

な
新
制
度
は
、
中
止
・
撤
回
し

か
な
い
。
高
齢
者
が
安
心
、
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
も
、
後
期
高
齢
者

制
度
に
つ
い
て
中
止
撤
回
を
求

め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
（
市
民
部
長
）　

　

保
険
料
の
１
人
当
た
り
の
平

均
年
額
は
９
万
３
，
２
０
４
円

で
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
７
割
・
５
割

・
２
割
軽
減
後
の
１
人
当
た
り

平
均
保
険
料
は
８
万
４
，
４
４

０
円
、
月
額
７
，
０
３
６
円
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
保
険

の
診
療
報
酬
体
系
の
見
直
し
は
、

後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
等

に
相
応
し
い
医
療
が
提
供
さ
れ
、

新
た
な
診
療
報
酬
体
系
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に

お
い
て
議
論
さ
れ
、
来
年
の
２

月
か
ら
３
月
ご
ろ
に
内
容
が
示

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
市
民

に
は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、
周
知
に

努
め
、
要
望
、
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
止
め
、
今
後
、
課

題
が
生
じ
れ
ば
、
国
・
県
に
要

望
し
て
い
く
。

　

本
市
で
は
、
本
人
の
意
思
を

尊
重
し
て
保
険
証
の
取
り
上
げ
、

資
格
証
明
書
の
発
行
は
し
て
な

い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
方
か
。

再
答
弁
（
市
民
部
長
）

　

十
分
な
納
付
資
力
が
あ
る
の

に
納
付
を
し
な
い
、
そ
う
い
っ

た
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
と
広
域

連
合
の
方
で
は
言
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
大
丈
夫
か
、
地
元
消
防
力
。

  

愛
知
の
消
防
本
部
37
が
11
に

・
中
学
校
卒
業
ま
で
子
ど
も
医

  

療
の
無
料
化
制
度
の
拡
大
を

そ
の
他
の
質
問

・
小
学
校
の
扇
風
機
設
置
に
つ

　
い
て

・
西
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
レ  
  

ル
ギ
ー
給
食
の
実
施
に
つ
い

  

て後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
医

療
保
険
料
）
医
療
制
度
中
止
を



18北名古屋市議会だより
平成20年2月1日（9号）

議会を傍聴してみませんか

○時間：午前10時〜　
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　　ことができません。

市のホームページからも議会だよりが閲覧できます。
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3 月定例会日程（予定）

　

寒
さ
厳
し
い
中
、
市
民

の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
本
格
的
な

寒
さ
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

受
験
生
を
お
持
ち
の
ご

家
族
で
は
、
今
か
ら
が
正

念
場
で
ご
家
族
が
喜
び
の

春
を
向
え
ら
れ
る
よ
う
体

調
管
理
に
十
分
気
を
つ
け

ら
れ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

我
々
議
員
も
新
年
度
に

向
か
い
気
持
ち
を
新
た
に

ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

＊＊＊お詫びと訂正＊＊＊
市議会だよりvol.8（11月1日号）の20頁に掲載されております「議会活動報告」の中で、
「三重県丸亀市議会」は「香川県丸亀市議会」の誤りでした。
深くお詫び申し上げ、訂正させていただきます。

東
京
都
福
生
市
議
会
視
察

来
庁

西
春
高
校
創
立
30
周
年
記

念
式
典

尾
三
九
市
議
会
議
長
協
議

会
行
政
視
察
（
〜
7
日
）

行
政
常
任
委
員
会
行
政
視

察
（
～
９
日
）

千
葉
県
八
街
市
議
会
視
察

来
庁

議
会
改
革
推
進
部
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

愛
知
県
へ
要
望
書
提
出

福
井
県
坂
井
市
議
会
視
察

来
庁

議
会
運
営
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

議
事
運
営
会
議

西
春
小
学
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典

西
春
日
井
市
町
議
長
会

議
会
改
革
推
進
部
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

沖
縄
県
糸
満
市
議
会
視
察

来
庁

11
月
1
日

　
　

2
日

　
　

6
日

　
　

　
　

7
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

大
阪
府
守
口
市
議
会
視
察

来
庁

議
会
改
革
推
進
部
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会	

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

予
算
特
別
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

行
政
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

全
員
協
議
会

北
名
古
屋
水
道
企
業
団
議

会
臨
時
会

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会

臨
時
会

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

議
会
臨
時
会

消
防
団
年
末
夜
警
激
励
会

西
春
日
井
二
市
二
町
消
防

出
初
式

11
月
28
日

　
　

30
日

12
月
4
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

28
日

1
月
13
日

議
会
改
革
推
進
協
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

福
岡
県
宗
像
市
議
会
視
察

来
庁

二
組
合
議
事
運
営
会
議

北
海
道
稚
内
市
議
会
視
察

来
庁

新
春
交
通
安
全
決
起
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